
「
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
、
社
員

が
ど
こ
の
現
場
で
何
を
し
て
い
る

か
が
分
か
る
ん
で
す
」
と
言
っ
て

見
せ
て
く
れ
た
の
が
携
帯
電
話
の

画
面
。
そ
こ
に
は
、
社
員
の
方
の

名
前
と
現
場
、
行
っ
て
い
る
作
業

が
表
示
さ
れ
て
い
た
。「
そ
う
い

え
ば
、
○
○
と
は
、
今
年
に
入
っ

て
二
回
位
し
か
会
っ
て
な
い
な

ぁ
。
そ
れ
も
一
回
は
消
防
の
大
会

だ
け
ど
」
と
話
す
の
は
、
代
表
取

締
役
　
沢
田
隆
さ
ん
。

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
は
、

能
登
地
区
の
輪
島
市
、
穴
水
町
、

中
能
登
町
や
七
尾
市
で
下
水
処
理

施
設
の
維
持
管
理
及
び
機
器
点
検
、

-10-
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こ
の
マ
シ
ン
は
、
七
尾
市
、
中

能
登
町
の
下
水
道
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
泥
を
肥
料
化
す
る
も
の
で
、

汚
泥
を
脱
水
し
た
も
の
を
、
三
〇

〇
〜
四
〇
〇
℃
の
熱
で
乾
燥
さ
せ

る
。
乾
燥
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
の
技
術
も
使
わ
れ
て
い
る
。

三
下
水
道
の
維
持
管
理
を

す
る
責
任

昨
年
の
能
登
半
島
地
震
の
後
、

強
風
で
避
難
所
の
仮
設
ト
イ
レ
が

飛
ば
さ
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

っ
た
。
時
間
は
午
前
三
時
。「
五

分
以
内
に
家
を
飛
び
出
し
ま
し
た

よ
。
下
水
道
も
電
気
や
上
水
道
と

同
じ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
。
不
通
に
な

る
と
困
る
住
民
の
方
の
不
安
を
す

ぐ
に
で
も
取
り
除
き
た
か
っ
た
。

二
十
四
時
間
い
つ
で
も
対
応
し
ま

す
」
と
沢
田
社
長
。

「
確
か
に
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

は
大
切
で
す
が
、
そ
も
そ
も
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
最
も
大
切
な
の
で
は
」
と
の
意

地
悪
な
質
問
に
も
、「
同
じ
設
備

が
導
入
さ
れ
て
い
る
他
地
域
の
施

設
に
比
べ
明
ら
か
に
ト
ラ
ブ
ル
は
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
質
測
定
な
ど
を
行
う
沢
田
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
で
あ
る
。

一
環
境
に
配
慮

冒
頭
の
携
帯
電
話
を
使
っ
て
の

シ
ス
テ
ム
は
、
当
社
が
環
境
保
全

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
の

一
つ
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

の
た
め
に
二
〇
〇
〇
年
か
ら
行
っ

て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
前
出
の
作
業
日

報
の
他
に
、
出
勤
簿
管
理
、
報
告

書
の
提
出
に
も
活
用
し
て
い
る
。

維
持
管
理
し
て
い
る
施
設
が
広
域

に
わ
た
る
た
め
、
本
社
へ
の
形
式

的
な
出
勤
回
数
を
減
ら
す
こ
と
で

ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
量
の
削
減
を
目

的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
務
所

か
ら
の
緊
急
連
絡
に
も
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
大
活
躍
し
て
い
る
。

二
全
国
に
一
台
し
か
な
い

ス
ー
パ
ー
マ
シ
ン

当
社
は
、
全
国
に
一
台
の
ス
ー

パ
ー
マ
シ
ン
「
高
効
率
異
動
乾
燥

車
」（
写
真
左
）
の
運
転
管
理
も

任
さ
れ
て
い
る
。

少
な
い
で
す
よ
。
そ
の
点
も
大
丈

夫
で
す
」
と
の
頼
も
し
い
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
に

運
営
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と

き
は
即
対
応
、
即
解
決
。
施
設
の

維
持
管
理
を
任
せ
る
市
町
か
ら
の

信
頼
も
絶
大
で
あ
る
。

四
人
は
石
垣

「
社
員
が
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
費
用
も
会
社
負
担
で
す
。
も

し
、
当
社
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
時
も
本
人
の
役
に
立
ち
ま
す
か

ら
」
と
社
員
の
資
格
取
得
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
沢
田
社

長
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
思
い
を
積
極
的

に
社
員
に
も
伝
授
し
て
い
る
。

「
社
員
想
い
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

そ
の
想
い
が
伝
わ
る
の
か
「
他
社

の
社
員
が
数
名
で
行
う
業
務
も
当

社
の
社
員
は
、一
人
で
十
分
で
す
。

前
向
き
に
ト
ラ
イ
し
て
く
れ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。
先
ほ
ど
の
ス

ー
パ
ー
マ
シ
ン
も
、
当
初
は
説
明

書
に
書
か
れ
て
い
る
処
理
能
力
に

十
分
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た

が
、
社
員
同
士
の
創
意
工
夫
、
改

善
効
果
で
今
で
は
能
力
以
上
の
処

理
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

沢
田
社
長
の
社
員
へ
の
賞
賛
は

ま
だ
ま
だ
続
く
。「
今
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
全
員
休
め
、

俺
が
対
応
す
る
と
堂
々
宣
言
し
た

後
に
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
メ
ー

ル
で
『
朝
五
時
集
合
』
と
連
絡
し

た
ら
、
い
や
な
顔
せ
ず
に
み
ん
な

集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
ニ
ッ

コ
リ
。
冒
頭
の
携
帯
電
話
で
の
作

業
報
告
や
出
勤
簿
管
理
な
ど
が
上

手
く
機
能
し
て
い
る
の
も
、
沢
田

社
長
と
社
員
の
方
々
と
の
信
頼
関

係
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
沢
田
社
長
は
、「
こ
の

前
、
社
員
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を

引
き
受
け
て
い
い
も
の
か
、
と
相

談
を
受
け
た
時
に
、
『
受
け
ろ
』

と
言
い
ま
し
た
。
当
社
の
モ
ッ
ト

ー
は
、『
地
域
に
貢
献
で
き
る
人

間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
で
す

か
ら
」
と
熱
く
語
ら
れ
た
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

沢
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

〒
九
二
七
―
二
一
七
一

輪
島
市
門
前
町
本
市
二
五
―
四
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六
八
―
四
二
―
三
〇
三
五

（
取
材：

石
川
県
商
工
会
連
合
会

能
登
支
所
　
澤
井
健
一
）


